〇〇〇〇集会室利用細目（案）

　（目的）
第1条 この細目は、区民施設の地域利用等に関する協定書第５条に基づき、〇〇〇集会室（以下「集会室」という。）の
利用について必要な事項を定めるものとする。
　（利用の申込み）
第２条　集会室の利用を希望する者は、所定の申込書により、原則として利用日の〇〇日前までに〇〇〇管理者（以下「
管理者」という。）に申込み、利用の許可を得なければならない。ただし、緊急を要する特別の事由がある場合は、管理
者と協議するものとする。
２　管理者は、〇〇〇居住者（以下「居住者」という。）のために緊急を要すると認めた場合はこれを優先し、先に受けた
利用申込みについては他の日時に変更することができる。
　（利用の制限）
第３条　次の各号のいずれかに該当する場合は、集会室を利用することができない。
(１)　政治又は宗教活動を目的とした集会　ただし、冠婚葬祭のための利用を除く。
(２)　公の秩序又は善良な風俗を乱す恐れのある場合
(３)　飲食を伴う集会
(４)　営利を目的とした集会
(５)　前各号のほか、管理者が不適当又は管理上支障があると認める集会
　（利用時間等）
第４条　集会室の利用時間は、原則として午前９時から午後１０時までとする。ただし、管理者が必要と認めるときは、利用時間を短縮できるものとする。
　（利用料）
第５条　集会室の利用料は、別表のとおりとし、この利用料には冷暖房費・電気料・水道料等通常の利用に必要な料金を含むものとする。
　（利用料の徴収等）
第６条　集会室の利用料は、利用申込時に前条に規定された金額を支払うものとする。
２　集会室の利用が早期に終了しても、利用料の返還はしないものとする。
３　理事長は、管理組合が利用する場合等は利用料を徴収しないことができる。
　（利用者の責務）
第７条　集会室の利用者は、次の事項を遵守しなければならない。
(１)　利用に際しては居住者の迷惑になる行為はしないこと。利用後は清掃・整理整頓を行い、火気点検をし、責任を
もって施錠し管理者に返還すること。
(２)　必ず利用責任者を置くこと。
(３)　予定時間は遵守し、他の利用者と競合しないように注意すること。
(４)　集会室に危険物やペット等を持ち込まないこと。
(５)　利用中の怪我、所持品の紛失、盗難等については、利用者が自己の責任において処理するものとし、管理組合、
管理会社及び管理人その他関係者に対し、一切請求を行わないこと。
　（利用の中止）
第８条　利用者がこの細目に違反して利用している場合、又は管理人の指示に従わない場合は、理事長は利用を中止
させることができる。
２　利用目的が、利用申請と異なることが事前に判明した場合は、理事長は利用承認を取消すことができる。
３　前２項の場合において、理事長は当該利用者に対し以降の利用を禁止することができるものとする。
　（利用日程表）
第９条　理事長は、集会室の利用予定表を月毎に作成し、集会室利用希望者等の閲覧ができるように管理室に保管
しておかなければならない。
　（原状回復）
第10条 集会室の利用者が、集会室等の建物、設備、備品等を損傷又は紛失させたときは、利用責任者及び利用者
全員が連帯して修復・補充等の義務を行うものとする。
　（その他）
第11条　この細目に定めの無い事項については、理事長等の指示に従うものとする。
